

























































































































































































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
打　つ 16 21 53 71 6 8
投げる 14 19 58 77 3 4
書　く 62 83 9 ユ2 4 5
























動作 右 左人数 ％ 人数 ％
腕組み 542 52 492 48
指組み 459 44 575 56















動作 右 左人数 ％ 人数 ％
腕組み 35 47 40 53
指組み 35 47 40 53





































利き手 人数 ％ 人数 ％
　右1034人
204 20 98 9
左75人 6 8 12 16
RRR　腕組み、指組み、利き目、すべて右
LLL　腕組み、指組み、利き目、すべて左
また右利き手の者ですべて左（L　L　L）が9％もあり，潜在的な左利きの存在の可能性を示唆する
割合と言える。この組み合せによる他の研究報告によると，利き手に関係なくみると，男子では相
対的に女子よりすべて左（L　L　L）が多く，逆に女子ではすべて右（R　R　R）が多い割合を示して
おり，女子に比べ男子に潜在的左利きが多いと言われている。
　潜在的利き手テストの結果を全体的にみると，右利き手の者の中に潜在的左利きの存在がみられ
そうである。また右利き手の「利き目」において右優位の傾向がみられ，大脳両半球の働きとの関
係についても考えられそうである。
　以上，本研究では利き手に関する基礎的な研究として，利き手と握力の関係をみようとした。前
回の報告では利き手と運動能力の関係の中で，利き手と握力においてのみ有意な関係が認められた。
今回はこの関係について再確認するとともに，握力に影響を与えると思われる日常生活での諸動作
　次に各テスト結果の組み合せた結果について第6表
に示した。この組み合せは現象的にも潜在的にも，右
利き手の者はすべてのテストに右の傾向を示し，左利
き手の者はすべて左の傾向を示すものと仮定して組み
合せた。．
　その結果表にみられるように，右利き手の者ですべ
て右（R　R　R）が20％を示し，左利き手の者ですべて
左（LLL）が16％を示し，共に優位な割合を示した。
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手テストを実施した。その結果，利き手の割合では他の調査報告と同じ程で左利き手の者が男子
7％，女子3％を示し，女子より男子に多い傾向を示した。利き手と握力では前回と同じ傾向を示
しており，右利き手の者は左手より右手の握力が有意に強く，左利き手の者は左右の握力に有意な
差はみられない。この握力の結果については，日常動作の調査の結果より解釈できる。すなわち，
右利き手の者はほとんどの動作で日常右手を機能的に多く使用しており，左利き手の者は左右いず
れの手も機能的に使用する場面があり，結果として左右の握力に日常生活でのトレーニング効果が
生じたものと思われる。潜在的利き手のテストでは，右利き手の者の中に潜在的左利きを示す傾向
がみられ右手優位の祉会の影響が感じられる。
　右手優位の社会の中で，利き手の決定に遺伝的要素以上に後天的な影響が考えられる。本来人間
として，動物として備わった諸機能がその働きとして左右対称でないとしても，その左右の手足の
機能を充分に動かすことが，特に人問の場合に大脳両半球との関係でも必要なことである。手と足
をよく動かし，よく使うことが脳の働きをよくすることであり，結果として左右の筋力も強化され
るものである。機械文明にキる省力化，右優位の社会の中で，身体教育として左右の手足のバラン
スのとれた身体活動の必要性を感じている。
　今後，利き手と握力の発達段階との関係についてみようとしている。
要　　　約
　本研究では利き手に関する基礎的研究として，利き手と握力の関係についてみようとした。握力
については本学スポーツテストの結果を用いた。握力は日常生活での手を使う動作と関係があるこ
とより，日常動作での左右の利き手の調査を実施した。利き手については，割合の多い右利き手の
中に潜在的左利きが考えられるとの仮定のもとに，潜在的利き手のテストを実施した。結果は次の
通りである。
1．利き手の割合
　男子では利き手が右利きの者が93％，左利きの者が7％の割合を示し，女子では右利きの者が
97％，左利きの者が3％の割合を示し，男子に左利きの者が多い傾向を示している。
2．利き手と擾カ
　右利き手の者は左右の握力間において右の握力が強い傾向を示し，その差に有意差が認められる。
（P＜．O1）
　左利き手の者は左右の握力問においてその差に有意な差は認められない。
　各利き手間の左右の握力についてみると，右握力，左握力共に各利き手の方が強い握力を示し，
その差に有意差が認められる。（P＜．01）
　各利き手聞の利き手・非利き手の握力についてみるといずれもその差に有意な差は認められな
いo
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3．利き手と目常聰作
　右利き手の者は「打つ」，「投げる」，「書く」，「食べる」の四つの動作ともほとんどの者が右手と
回答しており，「打つ」，「投げる」で若干名両手利と回答している。
　左利きの手の者は「打つ」，「投げる」で，前者が71％，後者が77％の者が左手と回答している。
「書く」では83％の者が右手と回答し，「食べる」では53％の者が右手と回答している。
　四つの動作とも左手と回答している者は75人中4人である。
4．　利き手と潜在的利き手
　右利き手の者は「腕組み」，「指組み」で左右同じ位の割合を示しているが，「利き目」では右が72％
の割合を示し，右優位の傾向がみられる。
　左利き手の者は「腕組み」，「指組み」，「利き目」いずれも左右同じ位の割合である。
　右利き手で三つの動作すべて右と答えた者は20％の割合を示し，左利き手ですべて左と答えた者
は16％の割合を示している。なお，右利き手の者で左利き手の傾向であるすべて左と答えた者は9％
の割合を示している。
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